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(57)【要約】
 【課題】　本考案は、老人や脚部に障害を有する者に
あっては正座することが困難であるため、補助椅子を使
わねばならない場合があるところ、複数段に分かれて折
り畳みし得るような正座用の補助椅子を提供することを
目的とする。
 【解決手段】　基板１，１上に設置する下調節板２の
一端部に下基点部３を設けるとともにこの下基点部の反
対位置の下調節板の他端部に適当間隔をおいて複数の下
掛止部４，４を設け、正面×状に枢着６，６した前後側
２本の折畳み脚材５，５の一方部は前記下調節板の下基
点部に係合し、この折畳み脚材の他方部は前記下調節板
の下掛止部の一つに掛止めるようにし、前記２本の折畳
み脚材の他方部は座部材下に設置する上調節板８の一端
部に上基点部９を設けるとともにこの上基点部の反対位
置の下調節板の他端部に適当間隔をおいて複数の上掛止
部１０，１０を設けて成るものである。
【選択図】　　図２
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
基板上に設置する下調節板の一端部に下基点部を設けるとともに、この下基点部の反対位
置の下調節板の他端部に適当間隔をおいて複数の下掛止部を設け、正面×状に枢着した前
後側２本の折畳み脚材の一方部は前記下調節板の下基点部に係合し、この折畳み脚材の他
方部は前記下調節板の下掛止部の一つに掛止めるようにし、前記２本の折畳み脚材の他方
部は座部材下に設置する上調節板の一端部に上基点部を設けるとともにこの上基点部の反
対位置の下調節板の他端部に適当間隔をおいて複数の上掛止部を設けて成ることを特徴と
する携帯用正座椅子。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、携帯用の正座椅子に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
 　老人や脚部に障害を有する者にあっては正座することが困難であるため、補助椅子を
使わねばならない場合があるところ、従来、公知文献としては、次のようなものが知られ
ており、これには高さ１２ｃｍの脚部が折り畳まれて高さ６ｃｍ程度になるという説明が
あるものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】意匠登録第７２３５５０号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
 　しかしながら、この公知文献に係る補助椅子は×状に成る脚部が単純に折り畳まれる
だけのもので、複数段に分かれて折り畳みし得るような正座用の補助椅子ではないことに
鑑み、本考案はこれを改良した補助椅子を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
 　本考案は、基板上に設置する下調節板の一端部に下基点部を設けるとともにこの下基
点部の反対位置の下調節板の他端部に適当間隔をおいて複数の下掛止部を設け、正面×状
に枢着した前後側２本の折畳み脚材の一方部は前記下調節板の下基点部に係合し、この折
畳み脚材の他方部は前記下調節板の下掛止部の一つに掛止めるようにし、前記２本の折畳
み脚材の他方部は座部材下に設置する上調節板の一端部に上基点部を設けるとともにこの
上基点部の反対位置の下調節板の他端部に適当間隔をおいて複数の上掛止部を設けて成る
ものである。
【考案の効果】
【０００６】
 　本考案にあっては、一回定型の高度調整だけではなく、使用者の正座時の希望に合わ
せた高さ調節を複数段に分けて行うことができるものであり、また長方形の座部材椅子の
使用方向は横向きでも縦向きでもよい。
【０００７】
 　しかも、比較的小型であるから、携帯用の正座椅子となり、常に安定性良く使用する
ことができるのである。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）は矢印により作用状態を含む全体の斜視図
【図２】図１（Ｂ）における正断面図
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【図３】図１（Ｃ）における正面図
【考案を実施するための形態】
【０００９】
 　本考案の正座椅子を使用する場所は、一般的には畳敷の和室であるが、使用者はあく
までも正座時の両脚を曲げた時に、その間にはさんで腰掛けた座椅子として使用するもの
である。
【００１０】
 　即ち、上方の座部材と下方の基板との間の前後側に介装する×状の折畳み脚材の位置
を、それぞれ上下任意の掛止部に係合すれば、そのまま定位置として固定される。
【００１１】
 　また、不使用時には、折畳み脚材の上下の掛止状態を各掛止部から離脱して、その基
点部を支点に偏平状態に折り畳みすればよい。（この作用形態の動きについては、図１（
Ａ）（Ｂ）（Ｃ）の矢印を参照されたい。）
【実施例】
【００１２】
 　１は適当長さの縦巾と横巾から成る基板で、この基板上には下調節板２を設置する。
【００１３】
 　３は前記下調節板２での一端部に設ける下基点部で、この下基点部から反対位置の下
調節板の他端部には、適当間隔をおいて複数の下掛止部４，４を設ける。この下掛止部４
は２個以上の複数とする。
【００１４】
 　５，５は上端部に座部材７を設置した正面×状に枢着６，６して成る前後側２本の折
畳み脚材で、この脚材の一方部は前記下調節板２の下基点部３に係合して支点となり、こ
の脚材の他方部は下調節板２の下掛止部４，４の一つに掛け止めるようにする。
【００１５】
 　８は前記座部材７の底面部に設置する上調節板で、この上調節板の一端部には上基点
部９を設け、この上基点部から反対位置の上調節板８の他端部には適当間隔をおいて複数
の上掛止部１０，１０を設ける。この上掛止部１０は２個以上の複数とする。
【符号の説明】
【００１６】
　　　　１，１　　　　　　　　　　　　　　基板
　　　　２　　　　　　　　　　　　　　　　下調節板
　　　　３　　　　　　　　　　　　　　　　下基点部
　　　　４，４　　　　　　　　　　　　　　下掛止部
　　　　５，５　　　　　　　　　　　　　　折畳み脚材
　　　　６，６　　　　　　　　　　　　　　枢着
　　　　７　　　　　　　　　　　　　　　　座部材
　　　　８　　　　　　　　　　　　　　　　上調節板
　　　　９　　　　　　　　　　　　　　　　上基点部
　　　　１０，１０　　　　　　　　　　　　上掛止部
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